
靴下

広陵町の地場産業である靴下の
地域ブランドの知名度向上や地場
産業活性化を目的に、広陵町内の
公共施設に『靴下自動販売機』を
設置しました。

江戸時代には大和木綿の産地として知られた広陵町では、
明治末期に靴下用の手回し編み機を導入。大正時代には自
動編み立て機も導入され、農家が行う副業として広く定着
しました。始まりから100年が経過し、日本一の靴下生産地
である奈良県の中核産地とし
て発展しています。各社がそ
れぞれの分野で用途や素材
の異なる様々な種類の靴下
を製造しており、長い歴史に
裏打ちされた“技術力”と「ど
んな靴下でも町内で生産で
きる」という“多様性”が広陵
町の靴下産業の特徴です。

広陵蔵

広陵町の水は吉野川分水の軟水。
底冷えがする冬の寒さもおいしい
日本酒を造るのに適しています。

プラスチック

昭和30年代前半に数軒だったプラスチック製造の事業所
が、昭和40年代以降、プラスチック製品の急増と共に発展。
積極的な設備投資と商品開発によって高品質な製品を生み
出し、広陵町にプラスチック産業がしっかりと根づきました。
現在は、日用雑貨品、食品用容器、医療用器材などを製造し、
世界市場への展開も進め
ています。
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江戸時代より大和木綿の産地として隆盛
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令和2年7月にふるさと会館内に
設立。広陵町の靴下の歴史や製造
工程を理解できる博物館機能と町
内産の靴下を購入できる販売機
能を持ったアンテナショップです。
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設立。広陵町の靴下の歴史や製造
工程を理解できる博物館機能と町
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能を持ったアンテナショップです。

広陵くつした博物館

広陵町笠168

広陵町商工会では、ロスト屑と呼ばれる靴下のハギレ
を回収し、手芸用材料として提供するリサイクル事業を
行っています。毎年開催される「靴下リサイクル作品展」
では、その年の流行を汲んだものやオリジナリティに
あふれた作品が多く応募されています。

平成30（2018）年7月には、広陵町役場の橋
渡しによって弁財天営農組合で栽培された

「特別栽培米ヒノヒカリ」で仕込んだ、「広陵
蔵 特別栽培米仕込み」が完成発表となり、
新たな特産品として注目を集めています。

広陵蔵 特別栽培米仕込み

一度は生産が途絶えていた奈良県の
酒造好適米「露葉風」を、JAの協力の
もと、山添村で復活させました。淡麗
できれいな味ながら強いインパクトが
ある露葉風の酒は、造り方によって特
徴が出しやすいため、蔵元によって違
うバラエティに富んだ酒ができます。

酒造好適米「露葉風」
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